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＜連絡事項＞

・本日、防災訓練を行っています。

・お盆期間中検査センターは通常通りの営業との事ですが、緊急でなければ検体の集配は行わないとの事でしたので緊急での採血があった場合は各部署でセンターに集配の連絡をする事となっています。
・お盆時の主治医の勤務確認し服薬調整の漏れがない様に注意し下さい。お盆期間中のＤｒ勤務状況を一覧表にしＤｒファイル内側に貼ってあるので確認し指示受けするようにしていきましょう。

・隔離室等で使用する鍵が日々の磨耗にて開閉が上手く出来ずにいる為、病棟よりB・Dの鍵一本修理にだしています。Ｂユニットの鍵の本数が２本となっているので各自周知お願いします。

・八戸市内での新型インフルエンザの発生が確認されています。面会者などの健康状態の確認作業を徹底し、法人施設内への持ち込み防止を徹底していきましょう。又、スタッフも健康管理に十分に注意していきましょう。

・昨日、一時的に東Bのエレベーターが使えない事がありましたが、昨日の点検では問題ないとの情報です。それに伴い、カードキーに問題があるのではと考えられる為ホコリ対策を今後検討して行く事との情報ありますので周知お願いします。

・環境整備係りより、Cホールの倉庫に破損したテレビ2台ありますが、庶務グループよりそのまま保管しといてくださいとの事ですので各スタッフ周知お願いします。

・現在、東病棟51名で経過しています。急遽、入院があり、個室を使わなければならない状況になった場合、菅井浩子様をBユニットへ移動し、八木田真由美様をAユニット13号室へ移動させ12号室で対応していくこととなります。隔離入室が必要な場合は、大釜様を12号室に移して9号室で対応して行く事としています。

＜患者様連絡事項＞
・安達　貴浩様～本日の買物時に自分でおやつ、嗜好品を自己管理したいと訴えあります。要求が通らない事に対して易怒的になり「テレビをぶっ壊してやる」等スタッフへ発言聞かれています。行動化はありませんが、金銭管理が上手く出来ずにイライラし、問題行動・衝動行為に至る恐れもありますので、買物についたスタッフは購入状況を確認し必要時は介入していきましょう。買い物に関しては一日400円程度まで可とし、嗜好品は引き続きスタッフ預かること指導していく事としています。

・佐々木　尚子様～針2本・ハサミ1丁に関して、スタッフ預かりとし貸し出す時間をリハプロの時間と夕食後から寝る前（21時頃）と決めています。その都度、回収して行く事となりますので、各スタッフ周知お願いします。

＜安ヶ平Dr診察＞

・寺地　利代子様～本日、排便コントロール目的の為シンラック一本処方となっています。本人希望により8/8朝よりヨーグルトから牛乳へ変更となります。

・菅井　浩子様～本日、御家族様へお盆外泊の件で電話連絡していますが、繋がらず留守電に折り返し連絡欲しい事残しています。御家族様より連絡があった際には、現在の状態報告した上で外泊の有無について確認して行く事となっていますので各スタッフ周知お願いします。
＜器物破損事故の振り返りと今後の対策＞

畑中　成夫　様～昨日、午後より男性スタッフ2名付き添いにてシャワー浴行っていますが、自室に戻る際、突発的にＡユニットのテレビを倒し破損させる行為あり。誘導・身体拘束時は興奮見られず。内省の促しに「神が倒せ…迷ったが気持ちがすっきりするかと思って」との発言聞かれています。誘導時介入したスタッフは本人の前後に立っていた。

入浴の援助などで誘導する場合、スタッフの立ち位置として本人の横でホールの他者が過ごしている空間サイドに立ち、離院や器物破損、他者への暴力行為などの衝動行為に対するリスクを最小限あるいは、未然に防ぐ工夫が必要です。常に上記の様な衝動的な問題行動がある患者という事を念頭に入れて介入していきましょう。

清潔援助の介入は、男性スタッフ2名以上は原則ですが、勤務状況によっては男性の看護スタッフが不在の場合もある為、介護スタッフでも構わないが、隔離の入室・退室や、身体拘束の介入の責任は、看護にあるので注意事項を看護スタッフに確認して介入援助に入ってください。

＜防災訓練の意見＞

· 防災マニュアルを個々に確認して各スタッフは把握して行く様にしていきましょう。

· 歩行が不安定な患者様や認知能力の低下している患者様に対しては状態に応じて迅速に対応していきましょう。

· 非常の場合は、南B～D通路の左側のドアが開放される為、各スタッフは周知お願いします。

